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【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】
設立後１３年、地域で活躍している社会福祉法人が運営する２ユニットのグループホームです。当ホームは、特別養護老人ホー
ムやデイサービスセンター等と併設している７階建て複合施設の５、６階にあります。「その人らしい人生を全うしていただけるよ
う、私たちはプロとしてお手伝いいたします」を理念として、利用者が地域との繋がりを持ちながら自分らしく暮らせるように支援
しています。玄関やエレベーター等に鍵をかけないケアを実践しており、利用者一人ひとりが自由に暮らせるように支援していま
す。職員はやさしく、利用者を人生の先輩として尊重し、「共に生きる」家族のような存在を目指しています。「看取りに関する指
針」を作成し、看取り介護の考え方や具体的な支援内容、協力医療機関との連携体制等を明確にしています。２４時間医療連
携支援を行い、医師・看護師・管理栄養士・職員等でチームを組んで支援体制を整えています。災害対策では安全確保を重点
課題として、消防署や地域組織と連携しながら避難訓練等を実施しています。職員と利用者家族との連携も良く、法人のバック
アップもあることから、今後も家庭的で安定したサービス提供が期待できるホームです。

基本情報リンク先

大阪府堺市堺区甲斐町西２丁１番１５号所在地

社会福祉法人大阪府社会福祉協議会 福祉サービス第三者評価センター

所在地

評価機関名

http://www.kaigokensaku.jp/27/index.php?action_kouhyou_detail_2013_022_kani=true&JigyosyoCd=2770104848-00&PrefCd=27&VersionCd=022

1 自己評価及び外部評価結果

2770104848

法人名 社会福祉法人 南の風

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 「その人らしい人生を全うしていただけるよう、私たちはプロとしてお手伝いいたします」と理念
にもあるように、その人らしさとはどういうことなのかというとても難しいテーマに対し、それぞ
れが考え、利用者を理解する努力を日々心がけています。生活の場では共に暮らすを意識
し、又複合施設ならではの特徴をうまく活用した、併設しているからこそ協力し提供できる
サービスにも積極的に取り組んでいます。利用者と家族の安心と楽しみを今後も継続して提
供させていただくことを目標にしています。

グループホームアル・ソーレ事業所名

自己評価作成日 評価結果市町村受理日平成 ２６年 ３月 １日 平成 ２６年 ４月 １８日

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

大阪市中央区中寺１丁目１－５４ 大阪社会福祉指導センター内

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目） ※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項 目
取 り 組 み の 成 果

↓該当するものに○印
項 目

訪問調査日 平成 ２６年 ３月 ２４日

取 り 組 み の 成 果
↓該当するものに○印

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の 1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの

4. ほとんどできていない

2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

4. ほとんどない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64

4. ほとんどない

4. ほとんど掴んでいない

63

利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66

4. ほとんどいない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65
3. 利用者の１/３くらいが

2. 少しずつ増えている

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない

3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67

4. ほとんどいない

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

68

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

59

1 社会福祉法人大阪府社会福祉協議会 福祉サービス第三者評価センター
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社会福祉法人大阪府社会福祉協議会 福祉サービス第三者評価センター2

自己評価および外部評価結果

自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営

1 1

○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた

事業所理念をつくり、管理者と職員は、

その理念を共有して実践につなげてい

る

「その人らしい人生を全うしていただけ

るよう、私たちはプロとしてお手伝いい

たします」を理念に掲げ、地域の資源

を活用しながら、地域に支えていただ

き、又、地域に貢献できるような取り組

みを他サービスと協力して取り組んで

います。

ホームは、「その人らしい人生を全うし

ていただけるよう、私たちはプロとして

お手伝いいたします」を理念としていま

す。職員は、利用者一人ひとりにおけ

る「その人らしさ」について、共に生活

をする中で常に思い、考え、利用者が

あらゆる場面において自己決定をし、

日々充実した生活を送ることができる

よう、家族や地域と一体になり、支援し

ています。

2 2

○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続

けられるよう、事業所自体が地域の一

員として日常的に交流している

地域のふれあい喫茶への参加や祭り

やイベント・地域掃除への参加。又、逆

にホーム行事への招待やボランティア

として、お手伝いに来ていただけるな

ど、良い関係でご協力いただいていま

す。近所の保育園との交流も開始し、

公園で待ち合わせたり、Xmas など合

同イベントも行っています。

職員は、利用者と共に、地域のふれあ

い喫茶やふとん太鼓、納涼祭等の地

域行事へ積極的に参加し、地域の理

解と協力をさらに深め、馴染みの関係

が継続できるよう、働きかけています。

近隣の保育園からは、「じっくり交流す

る企画と軽くできる交流」について提案

があり、合同でクリスマス会の開催や、

公園で園児と自然に交流できるよう待

ち合わせをしています。また、日本舞

踊等のボランティア訪問や相撲部屋よ

り力士の訪問があり、利用者と家族、

職員が一緒に楽しむ機会となりまし

た。



大阪府 グループホームアル・ソーレ（こもれび） 2014 年 4月 15 日

社会福祉法人大阪府社会福祉協議会 福祉サービス第三者評価センター3

自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

3

○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げてい

る認知症の人の理解や支援の方法を地

域の人々に向けて活かしている

地域包括と協力し、認知症サポーター

養成講座を開催、又、堺市・堺区のグ

ループホーム連絡会に所属し、地域包

括や保健センターなどと協力した認知

症パネル展・講習会などの啓発活動、

地域包括主催で、家族会への参加協

力、にも取り組んでいます。

4 3

○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービス

の実際、評価への取り組み状況等につ

いて報告や話し合いを行い、そこでの意

見をサービス向上に活かしている

民生委員や地域包括との現状報告、

取り組みや課題などでのアドバイスを

いただくなど、参考にさせていただいて

います。

運営推進会議の開催規程を作成し、

２ヵ月に１回定期開催しています。構成

メンバーは、利用者・家族・地域住民

代表・地域包括支援センター職員が参

加しています。会議では、介護経験が

ある参加者からの情報提供や助言、

認知症に関するＤＶＤの提供等、参加

者が積極的かつ自由に発言できる場

となっており、出された助言や提案等

を今後のサービス向上に活かしていま

す。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

5 4

○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取

り、事業所の実情やケアサービスの取り

組みを積極的に伝えながら、協力関係

を築くように取り組んでいる

運営推進会議や連絡会などでの相

談、情報交換をするなど、又、地域の

見守りネットにも協力しています。

ホームは、市や区の担当者と連絡や

相談、情報交換を行い、協力関係を築

くよう努めています。今後、苦情や事故

が発生した場合に備えて、報告をする

体制を整えています。また、ホームは

市グループホーム連絡会や区グルー

プホーム連絡会に所属し、その一員と

して啓発活動に努めています。認知症

の理解をより地域に発信する活動の

一環として、地域包括支援センター等

と協力し、認知症パネル展への参加や

近隣の小学校へ訪問し、高学年を対

象とした劇をする等、積極的に取り組

んでいます。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

6 5

○身体拘束をしないケアの実践

代表者および全ての職員が「指定地域

密着型サービス指定基準及び指定地域

密着型介護予防サービス指定基準にお

ける禁止の対象となる具体的な行為」を

正しく理解しており、玄関の施錠を含め

て身体拘束をしないケアに取り組んでい

る

施設内の勉強会を通じて、知識と方針

など含めた意識統一を図り、いかに利

用者が穏やかに安定した生活を送って

いただけるかを考え、職員一人一人が

自覚を持ち取り組んでいます。又、家

族の思いに耳を傾けることができるよ

う、コミュニケーションの機会を大切に

しています。

ホームは、身体的拘束等の排除マニュ

アルを整備し、「身体拘束を行わない」

方針を職員に周知徹底しています。フ

ロア玄関は開錠しており、「鍵をかけな

い支援」を行っています。職員は、利用

者が外出しそうな様子を確認した場合

には、さりげなく声かけを行い、付き添

って外出する等、利用者のペースを大

切にし、柔軟な支援を行っています。ま

た運営会議では、「離設」をテーマに、

職員は「命」や「見守り支援」について

話し合い、見守り支援の強化が必要で

あると、職員間で意識統一を図りまし

た。

7

○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止関連

法について学ぶ機会を持ち、利用者の

自宅や事業所内での虐待が見過ごされ

ることがないよう注意を払い、防止に努

めている

施設内の勉強会を通じて、知識を深

め、いかに利用者が穏やかに安定した

生活を送っていただけるかを考え、各

職員が自覚を持ち取り組んでいます。

又、家族の思いが汲み取れるよう、気

軽に相談できやすい雰囲気を心がけ

ています。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

8

○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事

業や成年後見制度について学ぶ機会を

持ち、個々の必要性を関係者と話し合

い、それらを活用できるよう支援してい

る

現在数名の利用者がそれぞれのニー

ズで成年後見制度を利用されていま

す。家族からの相談なども含め、NPO

団体からの協力をいただき、その都度

指導、助言をいただいています。

9

○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約また改定等の際は、

利用者や家族等の不安や疑問点を尋

ね、十分な説明を行い理解・納得を図っ

ている

重要事項・契約書などの書類は、見学

時に事前にお渡しし、当日にも再度説

明と質問を受け付け、理解と協力を得

ています。サービス利用に対して、家

族・利用者の不安を少しでも軽減でき

るよう、ゆっくりとお話を聞かせていた

だいています。

10 6

○運営に関する利用者、家族等意見の

反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者

や職員ならびに外部者へ表せる機会を

設け、それらを運営に反映させている

日々のかかわりの中で、気軽に相談し

ていただけるよう、面会時には近況報

告を兼ねてお声掛けをさせていただく

など話しやすい、聞きやすい環境に心

掛けています。

家族の来訪時には、職員から声かけ

をして利用者の状況を報告し、家族の

意向をくみ取るようにしています。毎月

１回職員が手書きの便りを家族等に送

付し、生活状況や健康状態等を報告し

ています。運営推進会議のメンバーと

して利用者家族が出席し、話題提供等

活発に発言しています。家族の意見や

提言については速やかに共有して、ホ

ーム運営に反映するよう取り組んでい

ます。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

11 7

○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員

の意見や提案を聞く機会を設け、反映さ

せている

月一回のフロア会議を行う際は、事前

に議題を集めておき、時間を有効活用

できるように心掛けています。又、申し

送りの場を活用し、急な事態にも相

談、対応できるように努めています。そ

れらを運営会議にも反映させていま

す。

管理者は職員と日常的に意見交換を

行い、要望を聴くなど、職員が意見を

出しやすい環境づくりをしています。月

１回のフロア会議では、短時間でも十

分な討議が行えるよう、事前に議題を

確認して会議に臨んでいます。また、

申し送り時に、急な検討事項があれば

相談するなど、臨機応変に対応してい

ます。職員間で合意を得た事項につい

ては速やかにホーム運営に活かして

います。

12

○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や

実績、勤務状況を把握し、給与水準、労

働時間、やりがいなど、各自が向上心を

持って働けるよう職場環境・条件の整備

に努めている

職員の経験や能力に合わせた研修へ

の参加。講師を招いての勉強会や、施

設内又、グループ施設間での事例発

表会など、職員のニーズや必要性など

内容に応じたものを取り入れていま

す。職員面談などを通じて、自己評価

も含めたコミュニケーションを図ってい

ます。

13

○職員を育てる取り組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりの

ケアの実際と力量を把握し、法人内外

の研修を受ける機会の確保や、働きな

がらトレーニングしていくことを進めてい

る

職員の経験や能力に合わせた研修の

参加と、施設内の勉強会委員を中心

に、計画を立て、スキルアップに取り組

んでいます。又、資格取得に対して、

講習会を開くなど、それぞれの意欲に

サポートできるよう努めています。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

14

○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交

流する機会を作り、ネットワークづくりや

勉強会、相互訪問等の活動を通じて、

サービスの質を向上させていく取り組み

をしている

グループホーム連絡会の活動や、大

阪認知症高齢者グループホーム協議

会への加入などで、他施設との情報交

換や取り組みを参考にさせていただき

ながら、自施設のサービス向上に役立

てています。

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15

○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っ

ていること、不安なこと、要望等に耳を

傾けながら、本人の安心を確保するため

の関係づくりに努めている

入居に対しての理解、納得から利用

者・家族の不安や疑問に対してゆっく

りと話し合いの場を設け、家族にでき

る限りの協力で寄り添っていただくよう

お願いしています。必要に応じてご家

族にしばらく泊り込んでいただく提案な

ど少しでも安心して過ごしていただける

ように状況に応じた援助を行う準備を

します。

16

○初期に築く家族等との信頼関係

サービスを導入する段階で、家族等が

困っていること、不安なこと、要望等に

耳を傾けながら、関係づくりに努めてい

る

入居に対しての理解、納得から利用

者・家族の不安や疑問に対してゆっく

りと話し合いの場を設け、家族にでき

る限りの協力で寄り添っていただくよう

お願いしています。必要に応じた臨機

応変な対応で少しでも安心して過ごし

ていただけるように状況に応じた援助

を行っています。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

17

○初期対応の見極めと支援

サービスを導入する段階で、本人と家族

等が「その時」まず必要としている支援

を見極め、他のサービス利用も含めた

対応に努めている

ニーズの把握に努め、かかりつけの病

院やドクターなど、今までのなじみの関

係を大切にしていただけるように家族

の協力をいただきながら継続してお手

伝いができるように心掛けています。

18

○本人と共に過ごし支えあう関係

職員は、本人を介護される一方の立場

におかず、暮らしを共にする者同士の関

係を築いている

共に暮らすということを常に心がけ、

日々の関わりの中で自己選択・決定の

機会を多く持つように心掛け、興味を

持っていただけるような取り組みに心

掛けています。

19

○本人を共に支えあう家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場

におかず、本人と家族の絆を大切にし

ながら、共に本人を支えていく関係を築

いている

家族も共に暮らすというかかわりの中

で、利用者に対しての相談や認知症に

対してともに参加できる講習会への誘

いなどに取り組んでいます。又、ホー

ムの余暇活動などの取り組みや行事

に対してボランティア協力をいただくな

ど、家族からもお手伝いできることがあ

ればお願いしています
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

20 8

○馴染みの人や場との関係継続の支

援

本人がこれまで大切にしてきた馴染み

の人や場所との関係が途切れないよ

う、支援に努めている

かかりつけの病院、好きなお店、行き

つけのレストランなど家族の協力もい

ただきながらお手伝いできるように努

めています。

職員は、かかりつけの病院、好きなお

店、行きつけのレストランなど、家族の

協力も得て、利用者が馴染みの場所

に出かけられるように支援しています。

また、利用者の友人や知人が来訪した

際は、ゆっくり過ごしてもらえるよう配

慮しています。希望があれば利用者が

手紙を書いたり、電話をかけたりする

際の支援もしています。

21

○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひと

りが孤立せずに利用者同士が関わり合

い、支え合えるような支援に努めている

それぞれの認知症状の中で、集団生

活のストレスは所々で考えられるもの

の、活動などを通じて自然なかかわり

が持てるように工夫しながら取り組ん

でいます。

22

○関係を断ち切らない取り組み

サービス利用（契約）が終了しても、これ

までの関係性を大切にしながら、必要に

応じて本人・家族の経過をフォローし、

相談や支援に努めている

関係施設、病院など、サービスが移っ

ても面会に訪問させていただいていま

す。退所された利用者のご家族も、お

手紙で近況を知らせてくださる方や、

大きな行事には毎年手伝いに来て下

さるなど、良い関係でお付き合いさせ

ていただいています。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅲ.その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9

○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意

向の把握に努めている。困難な場合

は、本人本位に検討している

アセスメントの中でも、生活歴や環境、

なじみを重要視し、日々の関わりの中

での気づきや、利用者の思いを大切

に、家族・職員間での情報の共有に努

めています。

利用者のフェイスシートを作成し、利用

者のこれまでの生活歴や家族構成を

分かりやすく記載して職員間で共有

し、利用者の背景を理解した上で支援

をしています。職員は常に利用者の意

向を尊重した対応を心がけています。

利用者が言葉で表現しにくい場合には

表情で確認し、家族の意向も確認しな

がら、利用者本位に対応しています。

24

○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし

方、生活環境、これまでのサービス利用

の経過等の把握に努めている

入居時にアセスメントの一部をお渡し

し、なじみや好みなど、家族間で相談

しながら記入していただけるようにして

情報をいただいています。その際には

なぜその情報が必要なのか等も説明

を加えるように心掛け、理解を求めて

います。

25

○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状

態、有する力等の現状の把握に努めて

いる

日々の関わりの中での思いや変化に

対して気づきを大切に、記録に残し、

情報を共有しながら、利用者の状態把

握に努めています。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

26 10

○チームでつくる介護計画とモニタリン

グ

本人がより良く暮らすための課題とケア

のあり方について、本人、家族、必要な

関係者と話し合い、それぞれの意見や

アイデアを反映し、現状に即した介護計

画を作成している

事前の情報収集をフロア会議の中で

意見をまとめ、家族にもその都度確認

し、思いや意向を汲み取りながら計画

作成に反映させるよう努めています。

介護計画書は、利用者や家族の意向

を確認し、職員の意見や提案を事前に

把握してフロア会議で検討していま

す。介護計画書は毎月モニタリングを

行い、６ヵ月ごとに見直しを行っていま

す。必要な場合には家族と話し合い、

医師や看護師、栄養士等と相談しなが

ら利用者本位の計画書を作成していま

す。

27

○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づ

きや工夫を個別記録に記入し、職員間

で情報を共有しながら実践や介護計画

の見直しに活かしている

日々の関わりの中でみられる変化に

注意し、言動、行動、体調の変化な

ど、皆で記録に残し、共有しながら必

要な対応が素早くできるように心掛け

ています。

28

○一人ひとりを支えるための事業所の

多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれ

るニーズに対応して、既存のサービスに

捉われない、柔軟な支援やサービスの

多機能化に取り組んでいる

複合施設内の協力と、関係施設などと

も協力体制ができており、必要に応じ

て柔軟な協力を受けることが出来てい

ます。

29

○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資

源を把握し、本人は心身の力を発揮し

ながら安全で豊かな暮らしを楽しむこと

ができるよう支援している

利用者のニーズに合わせて、近くの商

店やお寺、なじみの花屋さんなど、出

かけています。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

30 11

○かかりつけ医の受診支援

受診は、本人及び家族等の希望を大切

にし、納得が得られたかかりつけ医と事

業所の関係を築きながら、適切な医療

を受けられるように支援している

入居時の定期の受診、緊急時の対

応、その他必要に応じた医療を受ける

にあたっての相談と確認を行い、家族

の協力のもと、かかりつけ医との連携

も大切にしています。

基本的に、利用者や家族の希望に沿

った医療機関で、適切な医療が受けら

れるように支援しています。利用者・家

族はホーム提携医師をかかりつけ医と

しており、定期的な往診を受けていま

す。その他専門の科については、利用

者がこれまでかかっていた医療機関へ

の受診を支援しています。受診につい

ては家族が付き添っていますが、家族

の都合が悪い場合等は、職員が付き

添っています。ホームでは２４時間、３

６５日の医療連携支援を受けることが

できます。

31

○看護職との協働

介護職は、日常の関わりの中でとらえた

情報や気づきを、職場内の看護職や訪

問看護師等に伝えて相談し、個々の利

用者が適切な受診や看護を受けられる

ように支援している

他部署と兼務の看護師が定期と随時

に訪問してくれ、必要に応じた処置や

確認を医師との連携のもと行ってくれ

ており、職員も安心して相談できてい

ます。

32

○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療で

きるように、又、できるだけ早期に退院

できるように、病院関係者との情報交換

や相談に努めている。あるいは、そうし

た場合に備えて病院関係者との関係づ

くりを行っている

定期的な面会と、看護師や医師に状

態の確認を行い、退院に向けての助

言や指導などもいただきながら早期に

退院できるように支援しています。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

33 12

○重度化や終末期に向けた方針の共

有と支援

重度化した場合や終末期のあり方につ

いて、早い段階から本人・家族等と話し

合い行い、事業所でできることを十分に

説明しながら方針を共有し、地域の関

係者と共にチームで支援に取り組んで

いる

入居時の看取りに関する指針をもとに

説明し、同意をいただき、実際に対応

が必要になったときは、家族、医師、看

護師、栄養士の連携のもと、援助の方

向性を確認しつつ、できる限りの必要

な援助に努めています。又、利用者に

とって必要な支援が受けられる環境も

視野に入れ、より良い方向に支援でき

るよう努めています。

「看取りに関する指針」を作成し、看取

り介護の考え方や具体的な支援内

容、協力医療機関との連携体制等を

明記しています。ホームでは入居時に

指針を説明し、利用者・家族の意向を

確認しています。重度化した場合には

再度、利用者・家族の意向を確認し、

医師・看護師・管理栄養士・職員でチ

ームを組んで支援体制を整えていま

す。ホームでは、過去に終末期支援を

行った経験があります。

34

○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、

全ての職員は応急手当や初期対応の

訓練を定期的に行い、実践力を身に付

けている

定期的な勉強会や講習会で心肺蘇生

法や AED の使用方法を学び、ホーム

内での緊急マニュアルをその都度見

直し、確認を行い、実際の対応に備え

ています。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

35 13

○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜

を問わず利用者が避難できる方法を全

職員が身につけるとともに、地域との協

力体制を築いている

施設全体で災害対策委員会を設置し

ており、マニュアルの作成と見直し、

様々なパターンを想定した年２回の消

防立会いの避難訓練、南海地震を想

定した備蓄などの準備、停電時の確認

など、世間の情報を確認しながらその

都度考えられる状況に応じた備えがで

きるように心掛けています。

グループホームを含む、施設全体で災

害対策を行っており、消防署と連携し

て年２回、避難訓練を実施していま

す。最近は南海トラフ地震を想定した

対策を強化しており、施設全体で災害

対策委員会を開催し、備蓄や停電時

の対応、迅速な情報収集のあり方、避

難場所の再確認等も進めています。近

くの保育園児の避難場所として、受け

入れ準備をする等、地域との連携を強

化しています。ホームでは、水や非常

食の備蓄等を充足しています。

職員は災害対策に関するマニュアルを

見直し、より具体的な内容を追加して訓

練を実施するなど、災害に対しての備え

を強化する予定です。また、近隣との連

携を強め、近くにある保育園児の避難場

所としても、受け入れ体制等を再整備す

る予定です。今後、取り組みの成果が期

待されます。

Ⅳ.その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14

○一人ひとりの尊重とプライバシーの確

保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプラ

イバシーを損ねない言葉かけや対応を

している

排泄や入浴など、それぞれの状態に

配慮しながら、１人１人個別に対応して

います。サービスマナー・個人情報保

護などの勉強会も取り入れ、意識の統

一と確認に努めています。

利用者の状況に合わせて、分かりや

すく丁寧な対応をしています。食事や

入浴、排泄支援等については、一人ひ

とりのペースを尊重した対応をしてい

ます。サービスマナーや個人情報保護

等についての勉強会を行い、職員の

意識向上に取り組んでいます。職員に

は、入職時に個人情報保護について

の誓約書を交わしています。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

37

○利用者の希望の表出や自己決定の

支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表

したり、自己決定できるように働きかけ

ている

ティータイムやおやつの時間にはメニ

ューを用意し、好みの飲み物を選んで

いただいています。おやつバイキング

の実施や、食事においても、気分や状

態で対応できるように幅を利かせ、入

浴は好きな時に入れるように準備して

います。日常生活の中で自己選択・決

定の場を大切にしています。

38

○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するので

はなく、一人ひとりのペースを大切にし、

その日をどのように過ごしたいか、希望

にそって支援している

毎日の予定を固めるのではなく、天候

や気温、利用者の調子や気分に合わ

せて支援できるように、臨機応変という

ことを常に大切にしています。

39

○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれがで

きるように支援している

毎日の身支度援助だけでなく、お出か

けや行事の際には違った気分で参加

できるように化粧するなど、おしゃれを

楽しんでいただいています。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

40 15

○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひ

とりの好みや力を活かしながら、利用者

と職員が一緒に準備や食事、片付けを

している

入居時に嗜好の調査を行い、献立に

よっては、別メニューの提供や、状態

に応じた軟菜・一口・刻み・とろみ・ソフ

トなどの提供も行っています。メニュー

によっては一緒に調理を楽しみ、利用

者の意欲に応じて家事動作も参加され

ています。

同法人厨房で調理した食事を利用者

と共に盛り付けたり、配膳したりしてい

ます。利用者の好みにより、別メニュー

を提供することもあります。利用者と材

料を買いに出かけ、クレープやホットケ

ーキ等のおやつ作りをしたり、給食レク

リエーションでは、モダン焼き等を作っ

たりして楽しんでいます。職員は利用

者と同じ食事を味わいながら、食事介

助をしたり、話題を提供したりして楽し

く食事ができるようにしています。利用

者の状態に応じて、刻み食やとろみ食

等も用意しています。回転すし等の外

食に出かけたり、夏にはバーベキュー

を楽しんだりしています。

41

○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一

日を通じて確保できるよう、一人ひとり

の状態や力、習慣に応じた支援をして

いる

管理栄養士がたてた献立のもと、摂取

量の確認と、嗜好の確認を行いなが

ら、管理栄養士・看護師・医師との連

携のもと、アドバイスや指示をいただい

ています。水分補給には好みの物や、

状態に応じて用意工夫をします
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

42

○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、

毎食後、一人ひとりの口腔状態や本人

の力に応じた口腔ケアをしている

歯ブラシやカーゼなどの道具を使い分

け、利用者に応じた援助を行っていま

す。希望者は毎週金曜日の歯科往診

で口腔ケアとチェックを行い必要に応じ

て受診しアドバイスや治療を受けてい

ます。

43 16

○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、

一人ひとりの力や排泄パターン、習慣を

活かして、トイレでの排泄や排泄の自立

にむけた支援を行っている

個々の排泄パターンを把握し、必要な

排泄用具で援助を行い、状況を記録し

ています。可能な限り、トイレに座ると

いうことを大切に援助しています。

職員は自立支援を心がけ、可能な限り

トイレでの排泄を支援しています。利

用者一人ひとりの排泄パターンを把握

し、時間を見て声かけやトイレ誘導を

行い、おむつ類に頼らない支援をして

います。

44

○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲

食物の工夫や運動への働きかけ等、

個々に応じた予防に取り組んでいる

個々の状況把握に努め、管理栄養士・

看護師・医師との連携のもと、アドバイ

スや指示をいただき、乳製品やオリゴ

糖の活用などで排泄を促し、悪化しな

いように早期対応に努めています。

45 17

○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせ

て入浴を楽しめるように、職員の都合で

曜日や時間帯を決めてしまわずに、

個々にそった支援をしている

毎日入浴できるように準備があり、毎

日入っている方もいます。又、毎朝、朝

食後の一番風呂でなければという希望

もあり、現状では問題ないため、対応

させていただくなど、それぞれの生活

パターンに応じて可能な限り援助して

います。

毎日入浴を楽しめるよう、入浴準備を

しています。利用者は毎日入浴した

り、２～３日に１回入浴したり、一人ひ

とりの希望に添った入浴支援を受けて

います。沐浴剤で温泉気分を味わえる

ようにし、季節にはゆず湯や菖蒲湯を

用意して利用者に喜ばれています。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

46

○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状

況に応じて、休息したり、安心して気持

ちよく眠れるよう支援している

自由に過ごしていただいています。夜

間眠れない時は、共有スペースでお茶

やおしゃべりをして過ごしたり、日中に

関しても状態に合わせて臥床時間を作

るなどそれぞれのペースで過ごしてい

ただいています。

47

○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や

副作用、用法や用量について理解して

おり、服薬の支援と症状の変化の確認

に努めている

医療用ファイルにそれぞれの服薬内

容の一覧と、注意事項をまとめており、

指示や変更に対しては申し送りでその

都度確認しています。服薬漏れのない

よう、チェック表で確認し、服薬に関し

て変化や問題が発生した時には看護

師・医師に確認し早期対応ができるよ

うに努めています。

48

○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせる

ように、一人ひとりの生活歴や力を活か

した役割、嗜好品、楽しみごと、気分転

換等の支援をしている

習字・カラオケ・詩吟の時間を月一回

予定しており、それぞれ好みに応じて

参加していただいています。その他秋

の作品展に向けて、一年かけて様々

な作品に取り組み、皆さんに見ていた

だくことを張り合いとしています。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

49 18

○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸

外に出かけられるよう支援に努めてい

る。又、普段は行けないような場所で

も、本人の希望を把握し、家族や地域の

人々と協力しながら出かけられるように

支援している

長距離、長時間の外出がなかなか困

難になりつつある現状で、家族や地域

の方の情報をいただきながら、近くの

公園や施設、イベントを利用し、外出

気分を楽しんでいます。

買物や散歩に出かけたり、近くにある

公園で保育園児と交流したり、地域の

ふれあい喫茶店でお茶を楽しんだりし

ています。また、同法人特養のロビー

で喫茶コーナーを設け、地域の人々と

交流したりしています。外出レクリエー

ションでは、ばら園や水族館、動物園

等へ出かけて楽しみ、外食では回転す

し等に出かけて楽しんでいます。外出

を希望されないため、一部外出の回数

が少ない利用者もおられます。

外出を希望されない利用者にも、週１回

程度の外出ができるよう、取り組むこと

が期待されます。

50

○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さ

を理解しており、一人ひとりの希望や力

に応じて、お金を所持したり使えるよう

に支援している

利用者、家族と相談しながら、自己管

理、見守りの管理など状態に応じた管

理を行っています。買い物時には、支

払動作を共に行うなど心掛け、援助し

ています。

51

○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本院自らが電話をし

たり、手紙のやり取りができるように支

援している

一階の公衆電話は自由に使っていた

だいています。その都度希望に必要な

お手伝いをしています。携帯電話を持

っている利用者もいます。遠方の親せ

きからの手紙を代筆したり写真を添え

たりしながらお返しし、関係を大切にし

ています。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

52 19

○居心地のよい共有空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、

食堂、浴室、トイレ等）が、利用者にとっ

て不快や混乱をまねくような刺激（音、

光、色、広さ、温度など）がないように配

慮し、生活感を採り入れて、居心地よく

過ごせるような工夫をしている

日常の掃除に加え、毎週木曜日には

衛生日と設定し、キッチン周りの消毒

や、ごみ箱などの洗浄の日にあて、清

潔を保つよう心掛けています。光・音・

温度・湿度の配慮にも心がけ、居心地

の良い環境作りに努めています。

食堂兼居間には、見やすいカレンダー

や時計、利用者の写真、作品等を掲示

し、金魚を飼ったりして楽しめるように

しています。また、廊下など数ヵ所にソ

ファーや椅子を置き、利用者がゆっくり

とくつろげる場所にしています。大きく

見やすいテレビを置き、利用者が見や

すいように席の配置を工夫していま

す。ベランダは広く、草花を植え、家庭

菜園を楽しめるようにしています。災害

時には、利用者がベランダから避難で

きるように安全対策をしています。

53

○共用空間における一人ひとりの居場

所づくり

共用空間の中で、独りになれたり、気の

合った利用者同士で思い思いに過ごせ

るような居場所の工夫をしている

フロア内には所々に椅子を配置し、居

室以外にも落ち着く場所を見つけても

らえるようにしています。また、談話室

や七階フロアにもゆとりの空間があり、

面会者と気兼ねなくすごしていただけ

るように活用されています。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

54 20

○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や

家族と相談しながら、使い慣れたものや

好みのものを活かして、本人が居心地

よく過ごせるような工夫をしている

入居時には使い慣れたなじみのものを

持参していただき、なるべく住み慣れ

た環境を再現していただけるよう協力

をお願いしています。徐々に必要なも

のを取り入れながら安心して過ごせる

お部屋作りを一緒に行っています。

居室は和室と洋室があり、景観に恵ま

れ、清潔で明るく個性のある部屋にな

っています。利用者は冷蔵庫、茶道

具、テレビ、机、椅子、タンス、ドレッサ

ー、靴箱やシルバーカー、ぬいぐる

み、写真など、多くの家具類を持ち込

み、使いやすく工夫しています。室内で

金魚を飼っている利用者や、昔ながら

のほうきを置いて室内の掃除をしてい

る利用者もいます。職員は一人ひとり

意向に添った支援を行い、利用者が安

心して暮らせるようにしています。

55

○一人ひとりの力を活かした安全な環

境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」

「わかること」を活かして、安全かつでき

るだけ自立した生活が送れるように工

夫している

利用者の変化に伴い、理解の状態に

応じてそれぞれのスイッチに説明書き

を加えるなど、工夫すれば自分ででき

ることに対しても心がけています。段差

を上っての居室には手すりを付け加

え、転落防止に家具を置きました。


